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若者への福祉教育研究会（以下、若福研）は、2016年 8月に立ち上がり、これまで埼玉
県内で行われている福祉教育実践の見える化、サービスラーニングの視点によるプログラ

ムのブラッシュアップ、福祉教育関係者のネットワーク化を行ってきました。若福研でか

かわってきた福祉教育プログラムを報告書（「次世代の共生力を育むための福祉教育実践プ

ログラム集 埼玉発！草の根のからのプログラム」2018年 8月）にまとめることができま
した。 
 その活動は、関係者から大きな評価を得られていたものの、若福研の名称に反して、若

者自身からの発信が少ない、プログラムができていない、その場が創られていないという

ことが見えてきました。このようなことから、地域で主体的に活動している若者のボラン

ティア団体に声をかけて若者プロジェクトを立ち上げました。アドバイザーには、若福研

の事務局でもあり、聖学院大学ボランティア活動支援センターアドバイザー・講師でもあ

る川田虎男氏にお願いできました。若者プロジェクトでは、それぞれの活動を振り返り、

また、若者一人ひとりがどんな思いを持って活動を続けているかを確認していきました。 
 若者たちの活動は、活力と熱意と様々なアイデアに満ちており、その活動を生み出す若

者自身も輝いていました。なによりも、若者がかかわっている高齢者、障害者、子ども、

その支援の方々が若者たちから楽しみや癒し、大きな希望を得ていることが見えてきまし

た。若者プロジェクトでの活動をこの報告書にまとめています。この若者プロジェクトの

活動を契機として、若者ボランティア団体が連携しながら、更なる活動を進化し、その活

動に関わっている若者の一人ひとりが大きな成長を遂げることを期待しています。 
 最後になりましたが、報告書をまとめるにあたり、この若者プロジェクトに関わった若

者ボランティア団体の皆様、その団体を支援し続けている皆様、また、かかわっている皆

様には多大なるご協力を頂き、心より感謝申し上げます。 
 
 
令和 2年 3月 

若者への福祉教育研究会 
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本プロジェクトでは、主に埼玉県坂戸市・鶴ヶ島市で活動を行っているボランティアグループの中で特
に高校生・大学生が中心になっている団体に呼びかけ、実施に当たっては、社会福祉法人鶴ヶ島市社会福
祉協議会・筑波大附属坂戸高校等の学校・支援団体とも連携した。毎回各団体から数名の参加があり、10～
20名程度が集まり話し合いを進めて行った。具体的な日程・内容・参加団体は以下の通りとなっている。 

プロジェクトの実施日と内容 

回 日 時 会 場 内    容 
第１回 2019 年４月７日

（日）13:30 

鶴ヶ島市市民活動

推進センター 

各若者ボランティアグループ活動内容、活動の工

夫、悩み、課題の共有 

第 2 回 2019 年 6 月２日

（日）13:00 

筑波大学附属坂戸

高校交流棟 

グループワーク「共通課題：ボランティアグループ

のメンバーが定着するには？」 

第 3 回 2019 年７月 27 日

（土）15:00 

筑波大学附属坂戸

高校福祉実習室 

グループワーク「ボランティア（を行っている人）

の意味」「ボランティアが相手や社会に与える影

響・意義」 

第 4 回 2019 年 9 月 1 日

（日）10:00 

鶴ヶ島市市民活動

推進センター 

・10／14報告会へ向けての打ち合わせ 

・ボランティア活動、取組み掲示物の作成 

 

 2019 年 9 月 8 日

（日） 

筑波大学附属坂戸

高校セミナー室 

筑波大学附属坂戸高校文化祭「黎明祭」参加 

掲示物の展示発表 

第 5 回 2019 年 10 月 14 日

（月・祝）13:30 

ウエスタ川越 若者発！ボランティア活動 実践報告会 

ﾌﾟﾛｼﾞｪ

ｸﾄ後 

2019 年 10 月 20 日

(日) 9:30 

川越市下小坂 繋がりの出来たメンバーで合同活動：台風 19号被

害支援活動 

 

参加団体一覧  ※各団体の詳細は P.９～を参照 

団 体 名 活 動 内 容 

ひだまりサロン 高齢者同士の交流や世代間交流を目的とした高齢者サロンの運営 

てぃにー☆てぃにー 児童館での子どもの遊び支援 

ゆめの園ボランティア 障がい者施設のゆめの園での交流活動等を実施 

ちゅうりっぷ学習会 子どもの居場所づくりとして、学習支援等を実施 

ヤングボランティアグループ 

コスモス 

知的障害児の余暇支援として月に 1回外出活動等を実施 

子ども食堂ひこうき雲 地域の居場所づくり・多世代交流・食育を目的に食堂を運営 

つるがしまジュニアサポート 

クラブ 

子どもの健全育成を目的にレク指導やイベントの協力を実施 
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若者への福祉教育研究会若者プロジェクトの成果について 
 

 
１．本プログラムの特徴 
サービスラーニングはアメリカのデューイによって提唱され、1960 年代にアメリカの大
学で導入されてきた教育手法である。Service社会への貢献活動と Learning学習を掛け合わ
せた言葉からもわかる通り、社会への貢献活動を通して学びを深めることを目的としてい
る。一般的なプログラムにおいては、活動の前に事前学習、後に振り返りが行われ、それら
一連のプロセスを通して活動の意味づけや社会課題への気づき、自分自身の社会的スキル
や専門的知識の獲得等につなげていく。今回参加した高校生・大学生はそれぞれ地域でのボ
ランティア活動を継続的に取り組んでおり、十分な活動経験を有していた。彼らの言葉から
は活動を通して対象者との関り（コミュニティケーション力、支援方法等）、会の運営に取
り組み（企画力やリーダーシップ・マネジメント等）、社会の課題への視点等をすでに現場
の中で学んでいることが確認された。しかしボランティア活動は社会的な課題の解決等活
動そのものが主たる目的となるため、学習効果は副産物という位置づけになる。そのため、
学びの内容も個々の気づきに委ねられている。そこで本プロジェクトにおいては、サービス
ラーニングの手法を活かし、地域で取り組む高校生・大学生が自分達の活動を振り返り、相
互に気づき・学びあうプロセスを支援し、主体的な学びの場づくりを行った。 
 
２．アンケート集計からみるプロジェクトの成果 

 
 
アンケート結果からは、「これまでの活動を整理することができた」「ボランティア活動へ

の理解が深まった」「今後の活動への理解が深まった」については参加者全員が YESとの回
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今後の活動への理解が深まった

他団体とのつながりができた

新しい方法や展開が見えた

ボランティア活動への理解が深まった

自分の団体の活動への理解が深まった

普段の活動の悩みが解消された

これまでの活動を整理することができた

プロジェクト参加者アンケート結果
YES NO どちらでもない
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ゆめの園ボランティア

（１）設立年

（２）団体概要 障害者支援

（３）団体目的 互いの地域の人々との交流の場

（４）活動日 月 回土曜日 ～

（５）活動場所 筑波大学附属坂戸高等学校

（６）活動内容 レクリエーション

（７）利用者 名程度

（８）活動者年代 歳～筑坂卒業生

（９）活動者数 名（男 女 ）

＜活動を通しての学びや成長＞

・障害者に対しての見方が変わった

・自分から話しかける積極性が身についた

・コミュニケーション能力を高めることができた

鶴ヶ島ゆめの園

伊藤さん

クリスマス会のお手伝いなど、通常のボランティア活動以外にもお世話に
なっています。
日中一次支援という所に通っている方々は、いつも狭い場所で活動してい

るのですが、月１～２回会場を筑波大学附属坂戸高校の場所を借りて活動で
きるのは大変ありがたいです。
みんなで大きく広がって ボール遊び等普段できない活動ができる事、遊び
の支援とスペースの提供をしていただけるのは、大変助かっています。
利用者さんの中では、他者との距離感が掴めず、人と近づきすぎてしまう方

がいます。実は、高校生ボランティアさんとの関わりの中で、距離感を学べる
実践の場にもなっているのです。
ボランティアさんと一緒に大きな貼り絵の制作もしているのですが、その

活動の中でも人との関わり方を学ぶ場になっていると感じています。活動の
中では、利用者さんも役割を持つことができ、自信にもつながるし、外部の人
との交流の場は大切で貴重な場だと捉えています。

～ 支援者からのコメント（抜粋） ～

2014 年
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ちゅうりっぷ学習会

（１）設立年 年

（２）団体概要 子どもの学習支援

（３）団体目的 子どもの居場所づくり

（４）活動日 月 回 ∼ 夏休み

（５）活動場所 特別養護老人ホーム菊かおる園

（６）活動内容 宿題の手伝い、レク、

スポーツ大会、社会科見学

（７）利用者 人程度

（８）活動者年代 ∼ 歳

（９）活動者数 5人（男4 女1）

豊島区社会福祉協議会

地域相談支援課

ＣＳＷ担当 川人さん

ちゅうりっぷ学習会の目的は、家庭力が低下し教科学習が追い付かない子
どもたちに対し、基礎学力や生活技術の基本を身に着けさせると共に支援者
との関係を通し精神的安定を図るというものです。
学生の皆さんは、社協職員や地域住民より子どもたちの年齢に近いことから、
心理的な近さとともに安心感をもたらしています。学生ならではの自由な発
想と、枠のない立場で、子どもたちが楽しくちゅうりっぷに参加できる環境を
作ることができているのではないでしょうか。
ちゅうりっぷは地域の子どもたちにとって、大切な居場所の一つになってい
ます。
「子供たちの成長を間近で見られるのは得難い喜びです。ここでは、子ども

たちから教えられることも多い、そういう意味で自分も一緒に成長できる場
所です」これは、ちゅうりっぷ参加者の感想です。
子どもたちに真摯に向き合い、共に悩み語り、どうしたらちゅうりっぷを良

いものにしていけるかを常に考えていてくれている学生の皆さんには社協を
はじめ、地域の皆さんは感謝の気持ちでいっぱいです。

～ 支援者からのコメント（抜粋） ～
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ヤングボランティアグループコスモス

（１）設立年 年 月

（２）団体概要 障害者支援

（３）団体目的 知的障害者の余暇支援

（４）活動日 毎月第 日曜日 ∼

（５）活動場所 鶴ヶ島市内公民館

（６）活動内容 外出・室内企画

（７）利用者 ５人程度

（８）活動者年代 ∼ 歳

（９）活動者数 ９人（男 女 ）

＜活動を通しての学びや成長＞

・人の気持ちを考えることができるようになった

・障がいを持った人の偏見がなくなった

・皆が思っているほど、私たちと違っている所がないこと

利用者家族

関 さん

娘が 年前にお世話になりました。
当時、中・高校生の知的障害の子と遊んでくれるコスモスという団体がある
と聞き、喜んですぐに電話を掛けた記憶があります。どうしても参加したか
ったため、事前に面接の練習をしてから行きました。参加できることになっ
た時は本当に嬉しかったです。高校を卒業するまで 年間お世話になりまし
たが、第 週の日曜日がとても楽しみになっていました。高校 年生の時に
は、卒業式もやっていただきましたが本当はもっと通っていたかったのが本
音です。コスモスに通っている時は、学校の同級生にも兄弟にも相手にして
もらえないでいたので、年齢が近い大学生に関わってもらえたのは本人もで
すが、親も嬉しかったです。
そして、今でも街中で見かけるとコスモスのメンバーが「お！元気？」な

んて声をかけてくれ、話ができるのもとても嬉しく感じています。今もボラ
ンティアを継続してい頂いていて、ありがとうございます。
継続は力なりです。
活動していく中で気づきや嬉しいこと、楽しいことの共有から感じる事が何
かあると思います。今後とも、ぜひ続けていってください。

～ 利用者家族からのコメント（抜粋） ～
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子ども食堂ひこうき雲

（１）設立年 年 月

（２）団体概要 子ども食堂

（３）団体目的 第 の居場所づくり・

多世代交流・食育

（４）活動日 毎月第 日曜日 ∼

（５）活動場所 筑波大学附属坂戸高校交流棟

（６）活動内容 昼食づくり、体験、交流

（７）利用者 ∼ 人

（８）活動者年代 ～ 歳

（９）活動者数 約 人

＜活動を通しての学びや成長＞

・ボランティア自身が食事を通じて縦、横の

繋がりを得られ、第 の居場所となった。

・子どもとの関わり方を学んだ

子ども食堂 ひこうき雲

事務局 倉持さん

活動の様子は、子ども達が学生ボランティアの皆さんと一緒に過ごせるこ
とをとても楽しみにしていて、いい関係性ができていると感じています。
思いっきり走り回ったり、季節を感じる遊びができたり…先生と子ども、親と
子どもという以外の大人との関係性を作れる場所だと思います。
参加する子どもたちの表情や馴染み方の変化に気づけるようになったの

は、同じ学生スタッフが継続して活動してきた成果なのだと思います。
問い合わせも増え、地域の大人たちが興味をもち注目されてきていると感

じています。
　学生ボランティアみんなの頑張りは、なかなか行動に移せない大人達にも
いい刺激になっているのではないでしょうか。
これから先、長く関わっているメンバーが年を重ね走れなくなったとしても、
常に世代交代した学生ボランティアが関わってくれさえすれば、活動は続け
ていけると考えています。
いつしか、学生ボランティアで来ていた学生さんが自分の子どもを連れて

参加してくれる日も来るのではないかと夢を描いています。

～ 支援者からのコメント（抜粋） ～
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つるがしまジュニアサポートクラブ

（１）設立年 年

（２）団体概要

（３）団体目的 子どもの健全育成

（４）活動日

（５）活動場所

（６）活動内容 年間 回自主企画行事、レク指導

イベント協力

（７）利用者

（８）活動者年代 ∼ 歳

（９）活動者数 人（男 女 ）

＜活動を通しての学びや成長＞

・大人の方々とコミュニケーションをとることが多く、

調整業務など社会人になっても生きてくる。

・会議の話の運び方やまとめることが少し得意になった。

・様々な人との出会いがあり、様々な考え方が知れて参考になる

鶴ヶ島市

子ども会育成会連絡協議会

北岡 さん

私たちよりも遥かに子どもたちの喜ばせ方を知っているので、事業はほぼ
丸投げの状態です。私たちのほうがレクの相談をしに行ったりする程のレベ
ルになっているので、事業は安心して任せています。
ジュニアリーダーの育成も鶴サポのメンバーが上手に話をしてくれ、年齢

も近いせいか話がスムーズに子どもたちに入っていくようです。
また、そのような姿を見ている小学生が、将来自分もああなりたいなと憧れ

の存在になっています。先日も小学 年生の子が「どうやったらジュニアリ
ーダーになれるのですか？」と聞きに来たほどです。繋がりが上手くできつつ
あります。
　小学生、中学生、高校生、それ以上、小学生の保護者、本部の役員と世代が
揃い、循環でき後継者育てがうまくいけばいいなと考えています。そのために
は、本部もなくならないように頑張っています。

生涯学習フォーラムで、鶴サポの活動をお伝えすると「ああいう子たちがいる
と未来は明るいよ」とお褒めの言葉をいただきました。私も、そう思います。

～ 支援者からのコメント（抜粋） ～
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広げていくことができるかについても一緒に話し合
いたいと思います。

「つるがしま
ジュニアサポートクラブ」

社会人 年目

土橋 翔 さん

●動機…小学一年生の時から子供会活動が好きだ
ったから。でも、決定打は、高校入試の時に願書
に書けるからという不純なものでした。
●継続理由…そこで会った仲間達でもっと知り合
いたいという思いや、子ども達をもっと楽しませた
いという心境の変化が出てきたことです。小学一年
生の時から遊んでくれたお兄さんへの憧れと、一緒
に活動できることも魅力でした。今では自分がそう
いう人でいたいという気持ちがあるためです。
●私にとっての鶴サポとは、社会人になる過程だと
思っています。市役所の人や高齢者の方等と話す機
会が多く、コミュニケーション能力が上がると思い
ます。活動はストレス発散、居場所、学ぶ場という
のが、私にとってのボランティアだと思います。

●継続理由…

「てぃにー☆てぃにー」

城西大学 年

岩崎 佑亮 さん

●動機…大学でボランティアの授業があり、楽に単
位が取得できるからという不純な動機です。

でも、もともとボランティアへの好奇心はあり、
よく言えば、自分の持て余している時間と力を有効
に人のために使いたいと思いボランティアに挑戦
しました。
●継続理由… 割が「楽しい」 割が「責任感」で
す。子ども達と遊ぶのは何よりも楽しいし、子ども
だけでなく人とのふれあいが好きなため、人から
様々な話を聞けたり情報を得られたりするのは、
「楽しい」と思えることです。 割の「責任感」と
は、ボランティアで教えていただいた事柄を自分だ
けで終わらせず、誰かに伝えていきたいと思ってい

ます。 割でなく 割あるかもしれないです。

「ひだまりサロン」

筑波大附属坂戸高校 年

石井 葵 さん

●動機…もともとボランティアに興味があり、授業
でボランティア活動の紹介がありました。将来は看
護師になりたい夢があったので、将来に役立つと思
い、友人と一緒に参加したのがきっかけでした。
●継続理由…楽しいからです。普段関わりの少ない
後輩や、高齢者の方々と関わること、参加者が楽し
める企画を考えること、楽しんでもらえた時は達成
感があるます。やってあげるのではなく、高齢者の
方々と一緒に作り上げていくことが、学校にはない
取り組みと感じます。私にとっても貴重な居場所に
なっています。

また、高齢者の方のお話は、人生の教訓や料理な
ど…様々な事を知れて、ボランティアでなければ作
れない対等な関係性が嬉しく、楽しいからです。

「子ども食堂ひこうき雲」

筑波大附属坂戸高校 年

志摩 光平 さん

●動機…もともと「子供たちが住みやすい社会と街
づくり」に興味があり、児童福祉を将来学びたいと
思っていたところ、団体を紹介してもらいました。
子ども食堂とは、生活困窮者に栄養バランスのいい
食事を提供するというイメージが強かったため、活
動に興味があり一歩を踏み出しました。
●継続理由…新しい気づきがあるからです。ここの
子ども食堂は、高齢者や障害者も一緒に参加し交流
がうまれている。これは一種のコミュニティの再生
にも繋がっていくのではと考えています。このよう
な、新しい発見ができることが一つです。もう一つ
は、新しい繋がりです。若福研の皆さんや子ども食
堂ネットワークの方と繋がるほか、同じボランティ
アの仲間との繋がりやそこから新たな発見がある
ことが、楽しくて続けています。

シンポ
ジスト
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川田 ： 自分たちにとって、ボラン
ティアにはどんな意味・価値があるのか更には、どの
ようにボランティアを広げていくことができるか？
について一緒に話していければいいなと思っていま
す。
価値とは、活動を続けている理由と自分たちの活動

の価値の意味が繋がるものだと思います。
もう一つは、社会にとっての価値とは何かという部分
にも触れていきたいです。

志摩： 社会にとっての価値を考えると、ボランティ
アによって子ども食堂の機能性を高められると考え
ています。
朝日新聞が小学 年生までに実施した、子ども食堂

に行く前の子どもと、行った後の子どもに「自分に自
信があるか？」とアンケートを取ると、行った後の子
どもたち、およそ８％自分に「自信がある」と答えた
子どもが多かったと言われています。これは、子ども
食堂が子どもにとっての自己肯定感を強化していく
機能があることを裏付けていると思うのです。私たち
ボランティアはその機能性を更に上げていく、更によ
り良いプログラムを作っていくことに、社会的な意味
があるのではないかと思っています。

川田： 子ども食堂の中で自己肯定感が養えるという
ことも社会的意味を持っているのではないかという
ことですね。

石井： 繋がりや居場所として、社会にとって大きな
価値があると思います。
利用している高齢者が、新しい利用者を連れてきてく
れることで新しい繋がりができます。また、このよう
なボランティアの団体や社協などと繋がりがもて、広
がっていると感じます。現代社会は地域の繋がり薄れ
ているといわれていますが、繋がりを深められたり、

各々が人や地域との繋がりを大切なものだと実感が
持てるのかなと思います。
居場所という面では、生活の中の楽しみを提供でき

ると感じています。社会問題があるからボランティア
があるのですが、そのような社会問題を若いうちから
身近に感じられ、当事者意識が感じられるのは価値だ
と感じます。

川田： 居場所や繋がり、学生たちの学びになるとい
うことだけでなく、社会問題を実感できたり当事者意
識を持てたりするようになるということですね。

岩崎： 人との出会い。出会いからの体験が、全て自
分への成長につながっていくのが自分のボランティ
アの価値だと思っています。豊かな社会や地域を実現
する元気な社会を作るきっかけを作るのがボランテ
ィアだとも思っています。社会から見たら手助けが必
要な方に手を差し伸べフォローしあうことで、よりよ
い社会にできるのではないかと考えています。

川田： 出会い、繋がり。トータルして、ご自身の成
長につながっている。社会としては、大きな枠組みだ
が、元気な社会を作るきっかけになるのがボランティ
アではないかという事ですね。

シンポジウム

若者ボランティアの価値

(コーディネーター)
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土橋： ジュニアリーダーは全国的にある組織なので
すが、災害の時にはその高校生が頑張っていました。
社会的には、いざという時に動ける人材を育成できる
のがジュニアリーダーだと思っています。これは、県
でも色々な研修会があり、様々な内容の知識を学べる
機会があることも関係していますが。他のボランティ
アでもあると思いますが、普通に過ごしているだけで
は知りえなかったことが、いざというときに役立ち、
豊かに生きるためのツールとして役立つのでいいと
思います。
また、地域愛が芽生えその地に留まる、もしくは戻

ってくるケースが増える事もあります。そうなれば地
域の支えや文化の継承などがされていくと考えます。

川田 人材養成の場であったり、地域愛を育む場所に
もなっていたんだということを実感としてお持ちな
のだなということが分かりました。

熊倉先生： 私は高校の福祉科の教員として生徒に「こ
んなボランティアがあるよ」と紹介し、生徒の活躍を
見ているという立場なのですが。
活動の様子を見ていると、任せることでどんどん伸び
ていき、社会をよくしていってくれるのが感じられ、
それこそが社会的な意味になるのだと思っています。
また、活動先ではボランティアで高校生がそこに存

在しているだけで褒めてもらえる。
学校では、ダメなところを指摘して伸ばしていく文化
があり、あまり褒められることがないような気がする。
それに比べ、ボランティアに行くと山ほど褒めてもら
え、自己肯定感が持てる。そして、そこで育まれた力
が結果として社会での問題を解決していく力へと変
化していくのではないかと考えます。いい循環がある
のではないかと。

土橋： ボランティアは自分のため。やっていくうち
に楽しくなった。友達がいるから活動が好きになって
いった。
どんな人でも、広い心を持って受け入れることも大事
かと思う。それがないと、いずれは活動が途絶えてし
まう。活動したいと思う動機や心構えは、人それぞれ。

今日、話を聞いてさらに様々な考えで活動している人
がいることを知れたのは、更なる勉強となりました。

石井： 誰かのために何かをしてあげるというのがボ
ランティアという意識が、社会に根付いていしまって
いる傾向があると感じています。でも、実際はボラン
ティアは自分のため。自分のためにやって、楽しかっ
たから、社会問題があることも知れて、副産物的に社
会のために役立つというものだと感じています。
　これまでボランティア活動をしていて「楽しい」と
感じることはあっても、このように価値だとか、自分
のためになっている事を考えるようになったのは若

　　　　　　福のお陰だと思います。
ボランティアは楽しいです。でも、それで終わりに

するのではなく、その先に何があるのか？活動から学
べたり、知れたことを知らない人へ伝えていくには、
自分たちの活動を見つめ直し社会や自分に対するメ
リットを言語化して、皆さんに伝えられるようになる
と、活動者が広がっていきボランティアをする人が増
えていくのではないかと考えています。

志摩： 社会的な意義を初めから考える必要はないの
ではないかと考えます。その活動のリーダーシップを
とる人が社会的意義を見いだせていれば、メンバー全
てが感じて取り組む必要もないのではないのでしょ
うか。活動を広めていくには、まずは活動の楽しさを
伝えていくことが大切だと思います。
ボランティア活動にはさまざまな活動があるので、こ
れから始めようとしている人が自分に合った活動に
出会えるよう、私たちは外部に向かって、活動の内容
や楽しさ発信していく必要があるとおもいました。
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川田： ボランティアをやったことがない人に対して、
社会的価値などというと大変に感じてしまうので、あ
なたにとってこんな良いことがあるよ。楽しいよ 。
成長にもつながるよ。出会いがあるよ…などと自分に
とっての価値というところで誘っていくのがとても
入りやすいのではないかと思います。
　社会的価値は「正義」になってしまうことがあるの

ですよね。社会のためにこれをやってと言われ
てもつらくなる。ただ、ボランティア活動は自分のた
めだけでいいとも言えない。自分のためでもあるし、

がボランティアの可能性なので

これからリーダーとして活躍される皆さん、スター
トは、自分のため個人の価値からスタートするのだけ
れどもリーダーとして活動にはどんな意味があるの
か？それは社会的価値があるのか？さらには、それが
どういう社会の課題と繋がっているのかという部分
を見据えながら考えていけるようになるといいなと
思います。
何より大切なのは、自分で語った言葉が大切。実感

のこもった言葉は人に伝わるもの。今日語り合った言
葉を大切にしながら、就活に活かす方、ボランティア
活動に活かす方、それぞれこの学びを繋げていただけ
たら幸いに思います。

社会のためでもあるの
はないかと思っています。

で重い
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●第１回  

2019 年４月７日（日）13:30 鶴ヶ島市市民活動推進センター（ﾜｶﾊﾞｳｫｰｸ） 

内容：各若者ボランティアグループ活動内容、活動の工夫、悩み、課題の共有 

 

 

 

 

 

 

●第 2 回 

2019 年 6 月２日（日）13:00 筑波大学附属坂戸高校 交流棟  

内容：グループワーク「共通課題：ボランティアグループのメンバーが定着するには？」 
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●第 3 回 

2019 年７月 27 日（土）15:00 筑波大学附属坂戸高校 福祉実習室 
内容：グループワーク「ボランティア（を行っている人）の意味」 
          「ボランティアが相手や社会に与える影響・意義」 
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●第 4 回 

2019 年 9 月 1 日（日）10:00 鶴ヶ島市市民活動推進センター（ﾜｶﾊﾞｳｫｰｸ） 
内容：・10／14 報告会へ向けての打ち合わせ 
   ・ボランティア活動、取組み掲示物の作成 
 

 

 

 

 

 

 

●筑波大学附属坂戸高校文化祭「黎明祭」参加 

2019 年 9 月 8 日（日）筑波大学附属坂戸高校セミナー室 

内容：掲示物の展示発表 
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●若者発！ボランティア活動 実践報告会  

 2019 年 10 月 14 日（月・祝）13:30 ウエスタ川越  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●番外編「繋がりの出来たメンバーで合同活動：台風 19 号被害支援活動」  

 2019 年 10 月 20 日(日) 9:30 川越市下小坂 
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資　料　編
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若者への福祉教育研究会・団体名           氏名              
 

 
 

活動の工夫と課題について 
運営で工夫して

いること 
例：新人勧誘・

会議の持ち方、

研修会等 

 

運営で悩んでい

ること 
 

活動プログラム

で工夫している

こと 
例：子供たちが

楽しめるような

工夫、メンバー

が来てよかった

と思える工夫等 

 

活動プログラム

で悩んでいるこ

と 

 

活動を通しての

自分自身の学び

や成長 

 

  

  第１回目の共有で利用したワークシート
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若者への福祉教育研究会・団体名           氏名              
 

 
 

活動の工夫と課題について 
運営で工夫して

いること 
例：新人勧誘・

会議の持ち方、

研修会等 

 

運営で悩んでい

ること 
 

活動プログラム

で工夫している

こと 
例：子供たちが

楽しめるような

工夫、メンバー

が来てよかった

と思える工夫等 

 

活動プログラム

で悩んでいるこ

と 

 

活動を通しての

自分自身の学び

や成長 
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若者への福祉教育研究会・団体名           氏名              
 

 
 

活動をはじめた

きっかけは何で

すか？ 

複数記入し、順

位をつけてくだ

さい。 

 
 

活動を続けてい

る要因は何だと

思いますか？複

数記入し、順位

を付けてくださ

い。 

 

活動の中で思い

浮かぶ一番よか

ったこと・学べ

たことは何です

か？ 

 

活動の中で思い

浮かぶ一番つら

かった、大変だ

ったことは何で

すか？ 

 

その他、活動に

関しての思いや

伝えたい、思っ

ていることなん

でも記入してく

ださい。 
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ワークシート回答内容
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仲

間

と

共

に 

頑
張
る
分
だ
け
、 

楽

し

く

な

っ
た

 
埼玉県川越市新宿町 1 丁目 17-17 · 049-249-3777 

価値・課題・意義の出

し合い アドバイザー           

川田 虎男 氏(聖学院大学) 

新たなネットワークと

新たなステージへ
【参加団体】子ども食堂ひこう
きぐも・ひだまりサロ
ン・ゆめの園ボランティ
ア・ヤングボランティアグループコ
スモス・てぃにー☆てぃ
にー・つるがしま サ
ポートクラブ・チューリ
ップ学習会

社会を変える、地域とのつながり、
自分の将来のためになる、様々な
価値を知る、成長できる、楽しい、
活動者不足、定着しない、

地域課題・ニーズの確認。活動を
する若者との出会い、様々な役割
を持った機関・事業所との出会い
自分の進路・人生選択への影響
つながりによる多様性の理解

それぞれの団体の活動

参加申し込みはこちらから⇒ 

 
主催・問合せ 若者への福祉教育研究会 

E メール wakafukuken@gmail.com ☎ 090-1704-2344(事務局長 牧野) 
ホームページ https://wakafukuken.wixsite.com/saitama 

協力：鶴ヶ島市社会福祉協議会 ・ この事業は、「ひまわり基金助成金（埼玉県社協）」の交付を受けて運営しています。 

   報告会の告知チラシ
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子ども食堂ひこうきぐも
①毎月第 日曜日

～

②筑波大学付属坂戸

高等学校③参加費

中学生まで 円高

校生以上 円④ど

なたでも⑤子どもと

学生、地域の人が一緒に食事を作って食べ、交

流をし、第 の居場所を作っています。

ひだまりサロン
①毎月第 土曜日

～ ②鶴ヶ島市

富士見コンフォール

若葉集会室

③参加費 円④自

力で来られる方どなた

でも⑤高校生が主体的に企画運営をして、主に

地域の高齢者居場所を作っています。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

若者への福祉教育研究会 （略称 若福研）
昨今の社会では、生活課題・福祉課題は多様化、複雑化しています。中でも「子ども・若者」を取り巻く社

会は「子どもの貧困」「18 歳選挙権」「若者の自殺」等が問題になっています。 
そこで若福研では、あったかウェルねっと 15 周年のテーマでもある「わかもの」が主役になり「共に

生きる力」を身につけ、社会の一員として自分らしく歩んでいけるような福祉教育実践を、研究者と共

にサービスラーニングの視点でのプログラム化に取り組みました。これまでの研究では、プロジェクト

チーム（高校、大学、地域・あったかウェルねっと、地域・ワークキャンプ、精神保健分野、施設での

実践プロジェクト等）を設け、埼玉発！草の根からの実践プログラムの「見える化」とブラッシュアッ

プを継続して取り組んでいます。新たなネットワークを構築しながら研究 を重ね、 地域共生社会の実

現を目指します。 
＜実践 プログラム プログラム は、『次世代 の共生 力を育む ための 福祉教育 実践プログラム集 実践プログラ

ム集 』として まとめました。実費にてお分けしています。 ＞ 

・若者への福祉教育研究会ＨＰ

⇒ ・フェイスブックのグループページ

ちゅうりっぷ学習会
①毎月 回程度土曜日 〜 ②東京都豊島

区 特別養護老人ホーム菊かおる園集会室④子ど

もたちとふれあいたい、関わりたい方⑤学生が豊

島区民社会福祉協議会職員と連携して、地域の子

どもたちの居場所作りを行っています。 

てぃにー☆てぃにー
①毎月第 ・ 土曜日 ～ ②鶴ヶ島市大

橋児童館④児童館に来ている子ども達⑤児童館

で、子どもたちと一緒に遊ぶ。児童館でのイベン

トの運営も行います。

 
 

ヤングボランティアグループコスモス
①毎月第 日曜日

②③企画による

④障害のある

中高生

⑤対象のメンバー

と同じ世代の学生

等がお出かけ、調

理等様々な企画を

考え同じ目線で活

動を行っています。年に 回は宿泊のキャンプ

も行っています。

ゆめの園ボランティア
①月 回程度土曜日②筑波大学付属坂戸高等学校

④障害者施設ゆめの園の利用者⑤高校生が主体的

に企画運営をして、障害者施設の利用者の皆さん

と様々な体験を行っています。 

つるがしまジュニアサポートクラブ

①定期②主に鶴ヶ島市内④子ども会の子ども達

等⑤子ども会の子とも達とレクレーションやゲ

ームを行っています。鶴ヶ島子どもフェスティバ

ルの運営を行っています。 

①活動日時②場所③費用④対象⑤活動内容 
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Q1 これまでの活動を整理することができた  Yes 21名  NO 0名 

Yesのコメント 
○ 模造紙製作から今まで自分が参加してきた活動のまとめから整理することができた。 
○ 自分がどうしてボランティアをしていたかなど改めて考えなおすことが出来た。 
○ 他団体の活動を知れた。 
○ 今まで考えてボランティアをしなかったので改めて考える機会になった。 
○ ボランティアの価値について改めて考えるいい機会になった。 
○ パワポやポスターを作成するにあたり、情報の整理が行われるので整理できた。 
○ 代表の発表を聞いて振り返りが出来た。原点に戻って考え直すことが出来た。 
○ 発表を聞いて今までの活動の成果を振り返えることができた。 
○ ボランラィアの意味や社会に対する影響を考えることで自分たちの活動を見つめ直した。 
○ 発表や様々な人の意見を聞いて、自分なりに整理することができた。 
○ 価値について考える機会がこれまでなかった。とても貴重な機会だった。 
○ 活動を行ううえで、何を目的として取り組むべきかが分かった。 
○ 改めて自分達の活動を報告するためにまとめたことで、より整理できたと思う。 
○ 模造紙などにまとめる作業など。 
○ 自分の活動をしている理由。 
○ 機会がないと中々できないので課題や成果を気づけてよかった。 
○ 学生主体のボランティアと大人としての自分の関り方。 
○ 目的をもう一度ちゃんと知ることが出来た。 
○ 今までやってきた活動の意味が分かった。 
○ 自分たちがボランティアをやっている意味や何のためにやっているのかについて改めて考
えることができた。 
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今後の活動への理解が深まった
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○ 色々な団体や人の活動を聞いて改めて今までの活動や自分のボランティアに対する意思を
考え直すことができた。 

 
Q2"普段の活動の悩みが解消された" Yes 9名  NO 10名 どちらでもない 2名 

Yesのコメント 
○ ボランティアの周知の新たな提案を聞けた。 
○ 後輩のボランティアを増やしていくのが大変。 
○ ボランティアを広める方法を知れた。 
○ ボランティアって何のためにあるのか。 
○ 各団体が人手や資金で悩んでいるところが多く、対策などをお互い考えることはできた。 
○ 学生との関わり方。 
○ 企画の準備段階で行き詰まる事も多かったけど、楽しむことが一番という言葉に救われた。
そうだと理解することができた。 

○ 自分が何のためにボランティアをやっていたかわからなかったが色々な人の話や意見を聞
けて良かった。 

○ 他の団体の方から運営の仕方についてアドバイスがもらえたので実行してみたいと思った。 
NOのコメント 
○ 話し合いの場に参加していないため。 
○ 悩みは特になかった。 
○ あまり悩みがなかった。悩みとして捉えていなかったかもしれない。 
どちらでもないのコメント 
○ 具体的な解決策は見えないが、方向性が決まった。 
○ 理由としては共有,他の人の悩みを知ることができたものの解消できたとは言えない。 
 
Q3自分の団体の活動への理解が深まった     Yes 17名  NO 4名 

Yesのコメント 
○ 自分たちは高齢者のため、また、自分たちのためでもあることを理解できた。 
○ 振り返りが出来た。 
○ 改めて活動内容を知ることが出来た。 
○ 改めて自分がしているボランティアの目的を知った。 
○ ポスター制作を行って、あらためて気づくニーズがあった。 
○ 自分たちと連携している組織にありがたみを感じることが出来た。 
○ さらに、活動に力そそぎたいと感じることができた。 
○ 自分たちの活動を他の団体に発表したり他の人の意見を聞いて、自分たちの団体の意義や価
価を見つめ直すことができた。 

○ 自分の団体、活動にどんな意義があるのか考える機会になった。 
○ ボランティアの中心的な目的などが明確になった。地域とのつながりや人と人をつなぐもの。 
○ 改めて考える事も多くあり、具体的(社会にとってなど)に活動の意味を考えられた。 
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○ 他団体に言うことでこ自分の団体の秀でている部分がわかり自分のやっていることをアウ
トプットすることができた。 

○ 社会勉強になることを発見でき、新しい気付きのできるボランティアであると気づけた。 
○ 受入先からのコメントで自分たちの活動がゆめの園の方へ良い影響を与えられていること
を知ってうれしく思った。 

○ 石井さんの話を聞いて自分のボランティアをしている理由、ボランティア団体自体が目標と
していることを再確認できた。 

NOのコメント 
○ 普段振り返っていない部分まで振り返れることができた。 
○ 最初から深かったから。 
 
Q4ボランティア活動への理解が深まった    Yes 21名  NO 0名 

Yesのコメント 
○ 自己の価値、社会にとっての価値からボランティア活動の意味を改めて感じられた。 
○ 1人 1人ボランティアへの意味ややりがいは違って自分にとってのやりがいを見つけること
が出来た。 

○ ボランティアをする意味や意義を知ることが出来た。 
○ 高校生がボランティアを行う意義を理解することができた。 
○ 利己から利他へというプロセスが見えた。 
○ してあげる・やってあげるは✖。共に行う、サポートすることが一番大切。 
○ 理解がさらに深まった。 
○ ボランティアに対する見方や考え方を深めることができ、自分にとってのボランティアとは
何か考えることができた。 

○ 他の団体から他のボランティアの活動について、活動の背景にある地域課題について考える
ことができた。 

○ 1つの団体に違う視点から問題を解決しているが違う目的だからこそ共通する部分がたくさ
んあり人とのつながりになるのではと思う。 

○ 自分達以外のボランティアグループの活動を知ったことで、理解が深まった。 
○ 「自分のため」からその他のためにも、につなげていく。 
○ 団体だけでなく個人の考えを知ることができた。 
○ この活動に参加して 、多くの学生主体の団体が有る事がわかった。必要とされれば参加し
てみたいに思った。 

○ シンポジウムでお話ししていた 4 人の意見をきいて、共感したり、納得することができた。 
○ 誰のために行うのかを考えられた。 
○ ボランティアが他者のためだけではなく自分のためだということが知れた。 
○ ボランティアは他者のためだけじゃなくて自分のために行うんだという新しい意見を聞け
てボランティアの意義は人によって違くて良いんだと思った。 
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Q5"新しい方法や展開が見えた"    Yes 14名  NO 7名 

Yesのコメント 
○ 違った形態のボランティア活動の報告を聞けて、今後私たち 2年が引き継いでいく新しいア
イデアが見つけられた。 

○ 団体によって支援の方法はさまざまで、いいと思った内容を自分の活動に取り入れたい。 
○ ボランティアの周知の方法を考えるきっかけになった。 
○ 他の活動が見えたことで自分の活動に生かすことが見えた。 
○ 楽しさを忘れない大切さを知れた。 
○ ボランティアに対する見方や考え方が自分にはなかったものについても知るこをができた。 
○ 他の活動、団体のノウハウ、活動内容が参考になった。 
○ 抱える問題や他のグループの取り組みを見て、まねたり、自分なりに考えた方法を試そうと
思う。 

○ 意味を考え直す事ができた。 
○ 他の視点からの意見を取り入れる。 
○ 他団体のレクやゲームを教えてもらえたらいいのかなと思う。 
○ 自分のため、人のため、という気持ちだけでなく、楽しい、面白いなどの気持ちをもってや
っていこうと思った。 

○ 自分のためでいいと広められる発見ができた。  
NOのコメント 
○ まだ見えるまでに至っていない。 
○ 現状が良いと思っているので、新しい展開は特になし。 
○ 新しい展開は特に見えなかった。 
○ 他団体の話しを聞きましたが,目的や共通する点はあったりするが、やはり自分の団体だけ
の特徴もボランティアで大切なことだと思うから。 

○ 広めていくにはとかいう意見はきけたが具体的な方法は分からなかった。 
○ ボランティアを広めていく上で必要な新しいアイデアなど具体的なことは見つからなかっ
た。 

 
Q6"他団体との繋がりが出来た"   Yes 15名  NO 5名 どちらでもない 1名 

Yesのコメント 
○ 鶴ヶ島で活動している方と話すことが出来てこう言ったボランティアが全国展開している
ことを実際に知ることが出来た。 

○ 高校生が主体で行っているボランティアが多く驚いた。 
○ 机を円状にしたので会話が生まれた。 
○ お互いのボランティアについていろいろと知れる機会となった。 
○ 若福を通して他団体の事を知ることができ、繋がりを持つ事ができたと思う。 
○ ディスカッションを通してつながることができた。 
○ 課題や情報共有、意見交換をしてつながることができた。 
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○ メンバーと交流ができた。 
○ プロジェクトをしていくうえで他の団体と話し合うことで繋がりが深まった。また、コミュ
ニケーションを取れるようになった。 

○ 似た活動を知る事ができたのがわりと大きかった。 
○ てぃにーや子ども食堂に参加した。 
○ プライベートでのつながりも生まれてた。 
○ 他のボランティア団体への参加（学生も含めて) 。 
○ ちゅうりっぷ学習会さんは初めての関わりでしたがコミュニケーションをとったり情報共
有ができた。 

○ 参加してみたいボランティアがあった。 
○ この会で知った活動を自分も参加するようになったので、新しい繋がりを持ててよかったな
と思った。 

NOのコメント 
○ あまり他団体の方と話すことができなかった。 
○ 話しかけられなかった。 
○ 今日だけの参加で他の人とあんまり関われなかったから。 
○ 他団体の発表や意見は聞けましたが繋がりは持てなかった。 
どちらでもないのコメント 
○ 知り合うことはできたが、そこまでのつながりはない。 
 
 
Q7今後の活動への理解が深まった   Yes 21名  NO 0名 

○ 他の人の活動の価値を聞き、それを踏まえて、こうしよう！と考えることができてよかった。 
○ 不純な動機や正当な動機がしっかりあって目的を達成しようと努力しているのを見て頑張
りたいと思った。 

○ いろいろなボランティアに関わりたい。 
○ 自分のペースで関わっていければいいと思う。 
○ 他の活動の良さを生かしていきたいと感じた。 
○ 他の活動が頑張っていることを知ることで励ましになった。 
○ 現状のまま頑張りたい。これからも利用者が楽しんで頂ける企画を立てたい。 
○ さらに活動をより良いものにしていきたいと思えた。 
○ 今回とり入れた知識を使って頑張りたい。 
○ 自分たちの活動の意義や価直を見つめ直したり、新たに発見できたので、より頑張っていこ
うと感じることができた。 

○ 改めて自分の活動が好きになった。 
○ 人とのつながりを大切に。 
○ 周りの人に負けないよう積極的に頑張ろうと思う。 
○ 同じ世代を知れたのがよかった。 
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○ 他団体の人の活動を聞いて取り入れるべきところ、似ているところ、直した方がいいところ
と考えなおすことができたので次にいかす自分への意欲に繋がったから。 

○ 全員異なる課題を持っている中で自分ももっと頑張らないといけないというモチベーショ
ンになった。 

○ 学生が頑張っている。それに負けない様大人として頑張って行きたい。物事を伝えたりとか 
○ 他にもやってみたいボランティアはたくさんあって、中々手を出せずにいるので、少しずつ
はじめてみようと思った。 

○ 自分のためにやっているボランティアでも自分のため他人のためになっていることを考え
て頑張りたい。 

○ 他の団体の意見を聞いたことで新しい考え方を持てたので、今後の活動で活かせればいいな
と思った。 

○ 自分の中でボランティアをする意義、理由、目的をもっと具体的に決めていこうと思った。
たくさん刺激をもらった。 

 
Q8"その他気づいたこと感じたこと考えたこと"  

○ 今までのボランティアについてアウトプットすることが出来てよかった。 
○ 自分のことをうまく伝えられるようになりたい。話したいことを上手くまとめられなかった。 
○ ボランティアをやっている人は、みんな本気で充実していると感じた。ボランティアに参加
していてよかった。 

○ この研究会を通して様々な団体について しることができた。このようなボランティア活動
がもっと広まっていくと社会がもっと良くなっていくと思った。 

○ 他団体との交流を通して自分たちの活動を多角的にとらえることができた。若福の研究会が
なければここまで深く自分たちの活動やボランティアについて深く考えることはできなか
った。同じような機会がありましたら、ぜひ参加させていただきたい。 

○ 皆さんとこの会で出会えてよかった。5回とも楽しかった。ボランティアのことを深く考え
ることができた。ボランティアについて似たような考えをもっている人同士で集まる有意義
を話し合いになって自分の考え方があらためて思いなおす。 

○ 似たような悩みも多く共に解決できるのではないかと思う。実際に中心でボランティアをや
っている人たちと話すことは貴重でとてもいい経験になった。 

○ もしも、「次」があるとしたら、発表の時間を長くとってほしいなと思う。 
○ 優しい人ばかりでとても良い研究会であった。もっとボランティアについて広められたらい
いなと思う。 

○ 自分はこの会に参加するまでボランティアについて深く考えたことがなかったので毎回自
分が何を発言すればいいのか困っていたけど何回か参加するうちに自分の考えを持つこと
ができたのでよかった。自分自身がボランティアをしている意味は何なのか改めて考え直す
ことができた。若い世代の人がボランテを継続的に行うことは私たちの将来に良い影響を及
ぼすと思った。 
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